
㈶広島市未来都市創造財団では、市民の皆さんの自
主的なまちづくり活動を支援し、市民、企業、行政の
協働によるまちづくりを推進するための仕組みづく
りとして、公益信託による基金「ひと・まち広島未来
づくりファンドH㎡（ふむふむ）」を設けています。
この基金は、豊かでいきいきとした市民社会づくり

を目指すため、市民の皆さんの自主的なまちづくり活
動に対する助成事業を行っており、助成先は公開によ
り、学識経験者などで構成する運営委員会が審査・選
考を行います。
詳細については、㈶広島市未来都市創造財団ひと・
まちネットワーク部のホームページでご覧いただけ
ます。
また、基金では趣旨に賛同いただいた多くの皆さま

からの寄付を随時受け付けております。
http://www.cf.city.hiroshima.jp/hitomachi/

大塚未来会議～大塚シンボル通りづくりプロジェクト
チームは、広島市安佐南区大塚上町町内会が平成 17 年
に立ち上げた、まちづくり組織「大塚未来会議」のプロ
ジェクトチームのひとつで、平成 22 年 8 月から活動を
始めました。
「このプロジェクトは、西風新都中央線と沿道の魅力づ
くりを、地域住民と広島市立大学の学生・教職員、サン
フレッチェ広島等が連携して行い、草花とアート、そし
て真心を感じる魅力溢れる『通り』にすることをテーマ
にしています」とプロジェクトチームのリーダー谷由美
子さんは語ります。
地域交流の拡大でまちづくりを持続する
発足後は、まず、サンフレッチェ広島にちなんだ通り
づくりを行うことを決めて、西風新都中央線の歩道の植
え込みスペースを活用した花の植栽作業を、定期的に
行っています。4 月 28 日には、プロジェクトのメン
バー、広島市、広島市立大学、広島修道大学等近隣から総
勢 100 名近い方の協力で、サッカーの試合で行われる
ウェーブにちなみ、紫の花の苗を波型に植栽しました。

その後は、定期的にプロジェクトメンバーの中心でも
ある地域住民が植え込みの維持管理を行っています。今
後は、手づくりの紫の旗の取り付けを行ったり、オブ
ジェの設置を予定しています。
「これまでも、地域交流を促進する事業を行ってきまし
た。プロジェクトチームとしては月 1回の交流ですが、昔
から大塚に住んでいる人も新しく大塚に住み始めた人も
一緒に汗を流すことで、お互いに親睦を深めて少しずつ
ではありますが、小さな地域住民同士の交流も生まれて
きています。これからは、ふむふむの助成金等を活用し
て、ひろしま西風新都のイメージアップ、地域住民を中心
に、主体的かつ持続的なまちづくり活動を、プロジェクト
が作成したプログラムに沿って行っていきます。それが、
自分たちのまちは、自分たちで守り育てていく、と言う地
域住民のまちづくり意識・参加意欲の高揚に繋がる。さ
らには、大塚以外に住む市民の方々に、もっと大塚に広く
興味を持ってもらえるキッカケになればと思います」と、
谷さんはプロジェクトへの思いを語ってくれました。

広島文化台風実行委員会は、広島市内の施設を利用し
てアーティストと社会活動や大学を結びつけることで
アーティストと市民の文化交流を図ることを目的に結成
した団体です。
活動は広島市内の映画館、ひろしま国際センター、広
島女学院大学を拠点に市内の大小アートギャラリー、商
店街とも連携を組んで行っています。
新たな文化創造のステージを作りたい！
平成 23 年 5 月、広島出身者や、広島を拠点に活動をし
ている演劇、音楽、映画、美術などあらゆるジャンルの
アーティストや大学関係者約 20 名で発足しました。平
成 23 年は毎週 1 回定期ミーティングを行い、“ ヒロシマ
平和映画祭 2011”などのイベントの企画・運営に携わっ
てきました。活動を通して、地元や世界各地で活動して
いる人たちの、より自律的な交流が必要なのではないか。
大学研究者、アーティスト、学生らが一度に会して交流
する形態を広島でも日常化したい。さらには、ローカル
に足をつけながらも、地域、ジャンル、立場などの境界を

越えて交流を図り、新しい文
化創造のステージが作りたい
と考えました。
広島では、初となる「カル
チュラル・タイフーン」を 7
月 14 日・15 日に開催しました。この「カルチュラル・タ
イフーン」とは、既存の学会やシンポジウム形式に捉わ
れず、参加者がフラットな関係で、発表と対話をおこな
う文化イベントです。開催日前後 1 週間は“広島文化台
風週間”と位置づけて、アートスペース、映画館、大学施
設、公共施設で展示、パフォーマンス、音楽ライブ、映像
上映などが行われました。「今後は、今まで培った交流を
活かしながら、秋以降の活動を模索していきます。将来
的には、広島を拠点に、より活発な活動を展開していけ
る人材、そうした人々をバックアップする人材育成や仕
組みの強化に取り組めれば、と考えています」と東琢磨
さんは、思いを語ってくれました。

平成 24 年 5 月 12 日（土）、㈶広島市未来都創造財
団ひと・まちネットワーク部では、まちづくり市民交
流プラザにて、公益信託広島市まちづくり活動支援基
金「ひと・まち広島未来づくりファンドH㎡（ふむふ
む）」第 10 回助成事業の公開審査会を行いました。
今回の助成事業には、38 団体（団体育成助成部門

10 団体、まちづくり活動発展助成部門 26 団体、まち
づくり施設整備助成分野 2団体）からの応募がありま
した。このうち、団体育成部門は書類選考で 10 団体
を決定し、発展部門は 15 団体、施設整備助成分野は 2
団体が書類審査を通過後、公開審査会に臨み創意工夫
を凝らしたプレゼンテーションを行い、審査結果は左
下表のとおりです。
今後、助成団体による活動状況についての中間発表

会を開催します。どなたでもご覧いただけます。
【中間発表会】
●日時：10 月 27 日（土）午後 1時～4時半（予定）
●場所：まちづくり市民交流プラザ北棟ギャラリー

団　体　名 活動企画案内 助成金額

藤の木学区まちづくり推進協議会

さんらいず

広島きらきら母交響楽団

待っとる間に鶴折る会・ヒロシマ

ふるさと祇園まちづくりの会

ひろしまジン大学

広島文化台風実行委員会

下向神楽団

基町地区社会福祉協議会

花いっぱい運動

シニアいきいき教室

生き生き人生

高齢者が高齢者を支援するまちづくり

地域と一体となった読み聞かせ会

2.9 万円

3.9 万円

4万円

4.5 万円

4.1 万円

4.1 万円

4.4 万円

3.8 万円

4.6 万円

4.8 万円

30万円

37万円

40万円

30万円

23万円

40万円

14万円

20万円

33万円

33万円

300 万円

100 万円

250万円

350 万円

41.1 万円

団塊世代を中心にした住民相互の
より強い絆づくりと共助社会の形成

団体育成助成部門

大塚シンボル通りづくりプロジェクト
～地域住民と大学等のコラボによる魅力づくり～

老若男女が集う料理教室／
あなたとわたしが作る人 ・食べる人

おしゃれに関するふれあい教室（出張も含む）＆
第 4 回ヘアー＆ふれあいファッションショー
「ようこそ」5周年 5・5・50（ゴ・ゴ・ゴー） 
白木町に障害者施設を！

地域共生型ネットワーク社会創出
～green ground market～

（地域の活字文化の醸成と多文化共生の促進による基町の
活性化をめざす）「『もとまち文庫』の創設と基幹事業の展開」

“わたしの人生の主人公はわたし”で、
よかったんだよね♡

第 1回
手仕事と雑貨ストリート「戸坂ウォーク」

安花の会

若＆姫の会

一般社団法人安佐いきいきクラブ

ケ・サラ

さえきふれ愛グループ

戸坂ウォーク実行委員会

農・食・医　同源研究センター

輝く命のプロジェクト

大塚未来会議大塚シンボル通りづくり
プロジェクトチーム

読み聞かせボランティア
「あさがおの会」

ファッションセラピーの会
ヒロシマ

牛田の歴史と文化を生かした
まちづくりの会

特定非営利活動法人
夢の広場ようこそ

団地東側のり面 花いっぱい運動

人と人との心をつなぐ／さんさんキャンプ

牛田むかし話　ジャンボ紙芝居公演

子育て支援型オーケストラ♪音楽でつなぐ絆

みんなで平和について考えるまちづくり

緑・土と共生するプロジェクト

広島文化台風

神楽殿改修による神楽の継承と
ふれあいの場づくり

計 10 団体

計 10 団体

計 2 団体

団　体　名 活動企画案内 助成金額

まちづくり活動発展助成部門

団　体　名 活動企画案内 助成金額

施設整備助成分野

7月14日・15日広島女学院大学で開催された
「カルチュラル・タイフーン2012 広島」

▼

稙栽作業後のメンバー ▼

第10回助成事業公開審査会▲

第10回

公益信託広島市
まちづくり活動支援基金

ひと・まち広島
未来づくりファンド
Ｈ㎡

H㎡助成支援団体のご紹介 決定！決定！H㎡助成団体H㎡助成団体

基金の愛称『Ｈ㎡ ( ふむふむ )』とは…【ひと（Hito） まち（Machi） 広島（Hiroshima） 未来づくり（Miraizukuri） ファンド】の略で、
頭文字（ＨＭＨＭ）をとって〝ふむふむ〟と読みます。‘ひと’と‘まち’をつなぎ、‘広島’の‘未来’を創造するファンドで、みんなが
〝ふむふむ〟と納得しながら共感が広がっていくまちづくりをイメージしています。

大塚未来会議～
大塚シンボル通りづくりプロジェクトチーム

広島文化台風実行委員会

大塚未来会議～
大塚シンボル通りづくりプロジェクトチーム
チームリーダー　谷 由美子さん

代表　東 琢磨さん

広島文化台風実行委員会

Ｈ㎡Ｈ㎡
ひと・まち

広島未来づくり
ファンド

Ｈ㎡Ｈ㎡ふむふむ

ひと・まち
広島未来づくり

ふむふむ
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８月 25日㈯

９月　２日㈰

10月 27日㈯

11月 24日㈯
箏・大正琴・ミニ箏・絵と
音楽で楽しむ昔ばなし
コンサート

箏曲グループ
玄恵会

※内容等変更になる場合があります。
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月　 日 内　  容

笑いヨガによる健康づくり

高齢者作品展協賛事業 人材バンク発表会
（詳細は広島市高齢者作品展のパンフレットなど
 ご覧ください）

自分でできる 家族でできる
仲間としあえる 心のケア

岡田 正信さん

ＮＰＯ法人心の
救急箱

紹
介
申
込
・
登
録
申
込
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
は
…

5
月
3
日
〜
5
日
に
開
催
さ
れ
た「
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」へ
、人
材
バ
ン
ク

活
性
化
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
参
加
し
、会
場
内
に「
人
材
バ
ン
ク
ふ
れ

あ
い
広
場
」を
設
け
ま
し
た
。広
場
の
場
所

は
平
和
公
園
と
平
和
大
通
り
の
南
側
の
公
園

内
で
、「
人
材
バ
ン
ク
な
で
し
こ
ス
テ
ー
ジ
」

と
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
ス
テ
ー
ジ
」で
は
、子
ど
も
神
楽
や
マ

ジ
ッ
ク
、ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
な
ど
で
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。さ
ら
に
同
じ
広
場
内
で
は
、

似
顔
絵
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の「
ゆ
と
り

広
場
」、竹
細
工
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、シ
ャ

ボ
ン
玉
の「
つ
く
る
広
場
」「
あ
そ
ぶ
広
場
」

も
設
け
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま

し
た
。沿
道
か
ら
続
々
と
家
族
連
れ
の
み
な

さ
ん
の
来
場
が
あ
り
、連
日
大
盛
況
。

み
ん
な
が
笑
顔

に
な
り
、元
気
が

出
る
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
で
き
、委

員
会
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
も
心
か
ら
楽

し
ん
だ
3
日
間
で

し
た
。

広
島
市
で
は
テ
レ
ビ
番
組
を
通
し
て
、市

政
の
話
題
・
生
活
情
報
・
広
島
の
魅
力
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。そ
の
番
組
の
一
つ

「
潜
入
！
広
島
M
A
X（
ひ
ろ
し
ま
っ
く
す
）」

で
人
材
バ
ン
ク
の
達
人
た
ち
が
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。こ
の
番
組
は
歴
史
、文
化
、自

然
、産
業
、人
物
な
ど
、ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
や
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
と
い
っ
た
、国
内
外
に
誇
れ
る

広
島
の
魅
力
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
番
組

で
す
。

今
回
は「
地
域
活
動
の
助
っ
人
が
勢
ぞ
ろ

い 

ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク

を
調
査
せ
よ
！
」と
題
し
て
、フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で
来
場
者
へ
特
技
や

技
を
披
露
す
る
達
人
た
ち
の
姿
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。放
映
は
5
月
17
日
で
し
た
が
、番

組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
過
去
の
放
送
内
容
な

ど
も
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
覧
く

だ
さ
い
！
広
島
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

放
送
番
組
・
放
送
局
へ
の
リ
ン
ク
を
は
っ
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
.city.hiroshim

a.lg.jp
今
回
ご
紹
介
し
て
い
る「
名
人
・
達
人
・

宝
人
」は
、「
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人

材
バ
ン
ク
」に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
表
会
で
は
、登
録
者
が
自
ら
の
達
人
ぶ

り
を
披
露
し
ま
す
。参
加
は
自
由
で
す
の
で
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
月
第
4
土
曜
日
　午
後
2
時
〜
4
時

場
所
＝
南
棟
1
階
ロ
ビ
ー

参
加
費
・
申
込
＝
不
要

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
ま
し
た

広
島
市
広
報
テ
レ
ビ
番
組
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
材
バ
ン
ク
発
表
会

落
語
が
大
好
き
。
…
そ
の
趣
味
が

高
じ
て
、
平
成
18
年
3
月
定
年
退
職

後
、
リ
ビ
ン
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部

の
落
語
講
座
で
学
び
、
今
で
は
年
間

60
も
の
高
座
に
上
が
っ
て
い
る
温
々

亭
眞
喜
子
さ
ん
。
近
年
、
常
設
の
寄

席
が
あ
る
東
京
や
大
阪
は
も
ち
ろ

ん
、
地
方
の
落
語
会
に
も
人
が
集

ま
っ
て
、
落
語
は
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

温
々
亭
さ
ん
も
、
そ
の
魅
力
に
取

り
つ
か
れ
結
果
、
自
ら

噺
家
と
し
て
高

座
に
上
が
る

道
を
選
ん
だ

一
人
で
す
。

「
落
語
は

江
戸
時
代
の

後
半
こ
ろ
か

ら
、
寄
席
も
出
来
て
盛

ん
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

庶
民
の
渡
世
心
情
を
描

い
て
き
た「
落
語
」。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代

か
ら
聞
く
の
は
好
き

だ
っ
た
落
語
、
退
職
後

は
『
聞
く
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
自
分
も
演
じ
て
、

人
が
笑
っ
て
く
れ
た
ら
こ
ん
な
楽
し

い
こ
と
は
な
い
』と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　

演
目
（
ネ
タ
）
は
、
大
好
き
な

「
ち
り
と
て
ち
ん
」
や
「
火
焔
太

鼓
等
」、
今
で
は
12
話
。
し
か

し
温
々
亭
さ
ん
は
、
少
な

く
と
も
20
話
以
上
は
覚
え

た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
、

日
々
、
名
人
・
達
人
と
呼
ば

れ
る
噺
家
の
話
術
や
、
扇
子
と

手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ
た
所
作
等
を
、

D
V
D
や
テ
レ
ビ
で
観
た
り
、
C
D

等
を
聞
い
て
研
究
し
続
け
て
い
ま
す
。

「
落
語
は
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る

話
術
と
、
扇
子
と
手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ

た
仕
草
で
様
々
な
道
具
等
を
演
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
そ
の
人
の

セ
ン
ス
ひ
と
つ
だ
と
言
え
ま
す
。
研

究
し
て
い
て
も
登
場
人
物
の
所
作
が

正
し
い
の
か
、
噺
を
聞
い
て
い
る
人

た
ち
に
き
ち
ん
と
想
像
は
出
来
て
い

る
の
か
、
日
々
勉
強
で
す
ね
」。

普
段
は
、
病
院
や
福
祉
施
設
へ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
高
座
を
開

い
た
り
、
要
請
が
あ
れ
ば
公
民
館
や

老
人
会
で
の
席
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
人
前
で
落
語
を
披
露
し

た
と
き
は
、
緊
張
し
て
頭
が
真
っ
白

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
や
っ
と
落
ち

着
い
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
自
己
採
点
で
60
点
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
か
？
笑
い
は
最
大
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
の
気
持
ち
を
和
ら
げ
、
朗
ら

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
定
年
ま
で
無

事
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ

の
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、
こ
れ
か
ら

も
落
語
を
続
け
た
い
。
皆
が
笑
っ
て

楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
ば

私
の
人
生
悔
い
な
し
」。

「
紙
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
．n
e
t
和
」

は
、小
・
中
学
生
を
対
象
に
、一
般
的

な
折
り
紙
の
折
り
方
と
は
違
う「
サ
イ

エ
ン
ス
折
り
紙
」と
い
う
方
法
で
折
り

紙
の
楽
し
さ
や
奥
深
さ
を
伝
え
、さ
ら

に
は
紙
の
無
限
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

平
成
18
年
度
、
広
島
市
こ
ど
も
文

化
科
学
館
が
、
大
人
に
も
来
て
も
ら

え
る
科
学
館
を
目
指
し
て
、
広
島
市

民
を
対
象
に
、
新
た
な
『
市
民
企
画

型
事
業
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
企
画
者
が
、
偶
然
、
科
学
館
で
立

通
さ
ん
が
作
っ
た
折
り
紙
の
地
球
儀

を
目
に
し
、「
広
島
の
子
ど
も
た
ち

に
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ
エ
ン
ス
折
り

紙
を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
、

声
を
か
け
ま
し
た
。

「
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
娘
の
住
む
京

都
で
『
大
人
の
算
数
・
数
学
教
室
』

の
講
師
と
出
会
い
、
サ
イ
エ
ン
ス
折

り
紙
と
い
う
新
し
い
分
野
に
興
味
を

持
ち
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

数
学
と
は
無
縁
の
私
に
と
っ
て
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
数
学
的
な
発
想

で
折
る
折
り
紙
は
目
か
ら
鱗
で
し

た
。
子
育
て
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
社

会
で
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く

な
っ
て
い
た
頃
と
重
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
こ
の
折
り
紙
を
広
島
で
も
広

め
て
い
き
た
い
と
考
え
た
の
が
、
始

め
た
キ
ッ
カ
ケ
で
す
」。

始
め
た
時
は
、
立
通
さ
ん
が
学
ん

だ
大
人
の
算
数
教
室
の
講
師
を
広
島

に
迎
え
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
は
、
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
て
、
現
在
7

人
が
、
こ
ど
も
文
化
科
学
館
を
中
心

に
、
市
内
の
公
民
館
や
小
・
中
学
校

で
、
そ
の
技
術
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

ひ
し
形
、
三
角
形
、
長
方
形
…

な
ど
、
ど
ん
な
形
の
紙
か
ら

で
も
、
折
り
鶴
が
折
れ
た

時
、
子
ど
も
の
目
は
輝
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

大
き
さ
の
15
㎝
折
り
紙
か

ら
で
も
、
何
通
り
も
の
変

形
・
変
化
鶴
が
で
き
ま
す
が
、
ど

の
子
も
夢
中
に
な
っ
て
挑
戦
し
、
自

分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鶴
を
考
案

し
ま
す
。
発
見
す
る
喜
び
や
工
夫
に

満
ち
た
折
り
紙
は
、
ミ
ウ
ラ
折
り
の

星
座
表
や
地
図
な
ど
、
生
活
の
中
で

も
大
活
躍
で
す
。

固
定
概
念
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
由
な
自
己
表
現
を
し
て
、
発

想
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
、
折

り
紙
の
楽
し
さ
奥
深
さ
感
じ
て
、
紙

の
無
限
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

そ
れ
が
、「
紙
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
．

n
e
t
和
」の
グ
ル
ー
プ
コ

ン
セ
プ
ト
だ
そ
う
で
す
。

今
後
は
、平
和
都

市
広
島
に
ち
な
み
、

一
枚
の
紙
か
ら
数
羽

の
折
鶴
を
組
み
合
わ

せ
て
大
き
な
鶴
を
作
っ

た
り
、巨
大
な
鶴
を
折
っ
て
い

く
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
、発
想
す
る
楽

し
さ
を
広
げ
、伝
え
て
い
き
た
い
そ
う

で
す
。

う
ろ
こ

か 

え
ん 

だ
い

と 

せ
い
し
ん
じ
ょ
う

こ

名
人達
人宝
人

落
語
で
人
の
気
持
ち
を
和
ら
げ
、

　
　
　
　社
会
へ
の
恩
返
し
を
し
た
い

温
々
亭  

眞
喜
子
さ
ん

ほ
か 

ほ
か 

て
い

ま 
き 
し

ど
ん
な
形
の
紙
か
ら
も
折
鶴
が
で
き
る

　
　
　発
想
を
変
え
楽
し
む
サ
イ
エ
ン
ス
折
り
紙

立
通  

啓
子
さ
ん

た
て
ど
お
り
け
い 

こ

ノ
キ
ロ

紙
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
．
n
e
t 

和

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
達
人
た
ち
が
登
録
し
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
。
地
域
活
動
や

ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
に
、
今
日
も
、
あ
な
た
の
ま
ち
を

達
人
た
ち
が
お
う
か
が
い
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
バ
ン
ク

人
材
バ
ン
ク

▲折り鶴の折り方をアレンジして
　つくった「鶴バラ」
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